
東京都北区議会 

平成 23 年第３回定例会で可決した意見書 

・固定資産税及び都市計画税の軽減措置の継続を求める意見書 

 

・義務教育費国庫負担制度の堅持を求める意見書 

 

・震災遺児世帯の支援を求める意見書 

 

・妊婦健康診査公費助成の継続を求める意見書 

 

・放射線対策に関する意見書 

 



 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

固
定
資
産
税
及
び
都
市
計
画
税
の
軽
減
措
置
の
継
続
を
求
め
る
意
見
書 

 
青
色
申
告
者
を
含
む
、
区
内
の
小
規
模
事
業
者
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
長
期
的
な
景
気
の

低
迷
に
続
き
、
世
界
規
模
の
経
済
状
況
の
悪
化
に
よ
り
危
機
的
か
つ
深
刻
な
状
況
に
あ
り
、

雇
用
不
安
の
拡
大
、
金
融
事
情
の
悪
化
、
後
継
者
不
足
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
危
機
に
さ
ら
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
社
会
経
済
環
境
の
も
と
、
小
規
模
事
業
者
は
厳
し
い
経
営
を
強
い

ら
れ
、
家
族
を
含
め
て
そ
の
生
活
基
盤
は
圧
迫
さ
れ
続
け
て
い
る
。 

ま
た
、
小
規
模
事
業
者
の
み
な
ら
ず
多
く
の
都
民
が
、
税
や
社
会
保
障
費
な
ど
の
負
担
の

増
加
に
あ
え
い
で
い
る
実
態
に
あ
る
。 

 

こ
の
厳
し
い
環
境
下
に
お
い
て
、
東
京
都
独
自
の
施
策
と
し
て
定
着
し
て
い
る
固
定
資
産

税
及
び
都
市
計
画
税
の
軽
減
措
置
が
廃
止
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
と
、
小
規
模
事
業
者
の
経
営

や
生
活
は
更
に
厳
し
い
も
の
と
な
り
、
地
域
社
会
の
活
性
化
の
み
な
ら
ず
日
本
経
済
の
回
復

に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
に
も
な
り
か
ね
な
い
。 

よ
っ
て
、
本
区
議
会
は
東
京
都
に
対
し
、
左
記
事
項
を
平
成
二
十
四
年
度
以
降
も
継
続
す

る
よ
う
求
め
る
も
の
で
あ
る
。 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

記 
 一

、
小
規
模
住
宅
用
地
に
対
す
る
都
市
計
画
税
を
二
分
の
一
と
す
る
軽
減
措
置 

二
、
小
規
模
非
住
宅
用
地
に
対
す
る
固
定
資
産
税
及
び
都
市
計
画
税
を
二
割
減
額
す
る
減 

免
措
置 

三
、
商
業
地
等
に
お
け
る
固
定
資
産
税
及
び
都
市
計
画
税
に
つ
い
て
、
負
担
水
準
の
上
限 

を
六
十
五
％
に
引
き
下
げ
る
減
額
措
置 

 

右
、
地
方
自
治
法
第
九
十
九
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
意
見
書
を
提
出
す
る
。 

 

平
成
二
十
三
年
十
月
七
日 
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義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
の
堅
持
を
求
め
る
意
見
書 

 
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
は
、
教
育
の
機
会
均
等
と
そ
の
水
準
の
維
持
向
上
を
図
る
上

で
極
め
て
重
要
な
制
度
と
し
て
、
わ
が
国
の
教
育
の
発
展
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
お
り
、

現
行
教
育
制
度
の
根
幹
を
な
す
も
の
で
あ
る
。 

学
校
教
育
は
、
多
く
の
職
種
の
職
員
が
協
力
し
あ
っ
て
成
立
し
て
い
る
。
事
務
職
員
及
び

栄
養
職
員
も
、
学
校
教
育
を
円
滑
に
推
進
す
る
上
で
極
め
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
お
り
、

学
校
運
営
上
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
大
切
な
担
い
手
で
あ
り
、
そ
の
充
実
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。 東

日
本
大
震
災
以
降
、
子
ど
も
た
ち
を
取
り
巻
く
貧
困
・
格
差
問
題
が
深
刻
化
し
て
い
る

今
、
国
の
財
政
的
な
保
障
が
担
保
さ
れ
な
け
れ
ば
、
教
育
条
件
の
地
域
間
格
差
を
も
た
ら
し
、

教
育
の
機
会
均
等
の
保
障
、
良
好
な
教
育
環
境
の
維
持
が
困
難
と
な
り
、
憲
法
や
教
育
基
本

法
が
保
障
す
る
義
務
教
育
制
度
の
理
念
に
反
す
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
義
務
教
育
の
確

保
は
、
国
の
責
任
で
行
わ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
こ
れ
を
実
質
的
に
担
保
し
て
い
る
の
は
、
義

務
教
育
費
国
庫
負
担
金
で
あ
る
。 

よ
っ
て
、
本
区
議
会
は
政
府
に
対
し
、
教
育
に
対
す
る
必
要
な
財
源
の
安
定
的
確
保
を
図

り
、
わ
が
国
の
将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
健
全
な
育
成
の
た
め
、
学
校
事
務
職
員
及
び
栄

養
職
員
の
給
与
費
負
担
の
適
用
除
外
を
す
る
こ
と
な
く
、
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
の
堅

持
を
強
く
求
め
る
も
の
で
あ
る
。 

右
、
地
方
自
治
法
第
九
十
九
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
意
見
書
を
提
出
す
る
。 

 

平
成
二
十
三
年
十
月
七
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震
災
遺
児
世
帯
の
支
援
を
求
め
る
意
見
書 

 
三
月
十
一
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
は
、
東
北
地
方
か
ら
関
東
地
方
に
か
け
甚
大
な

被
害
を
も
た
ら
し
、
死
者
、
行
方
不
明
者
は
、
二
万
人
を
超
え
、
今
回
の
震
災
で
父
親
、
母

親
の
い
ず
れ
か
が
死
亡
し
た
り
、
行
方
不
明
と
な
っ
た
「
震
災
遺
児
」
は
、
岩
手
、
宮
城
、

福
島
の
三
県
で
千
二
百
九
十
五
人
に
上
る
。 

両
親
を
な
く
し
た
「
震
災
孤
児
」
に
つ
い
て
は
、
発
災
直
後
か
ら
国
が
大
掛
か
り
な
調
査

を
実
施
し
、
生
活
や
教
育
な
ど
へ
の
支
援
を
行
っ
て
き
た
が
、
あ
く
ま
で
も
孤
児
に
限
定
さ

れ
、
社
会
的
養
護
の
対
象
外
と
な
る
「
震
災
遺
児
」
に
つ
い
て
は
、
全
く
進
め
ら
れ
て
お
ら

ず
、
今
後
、
早
急
な
対
策
が
求
め
ら
れ
る
。 

被
災
し
た
子
ど
も
に
特
別
一
時
金
を
支
給
し
て
い
る
「
あ
し
な
が
育
英
会
」
が
、
五
月
末

に
支
給
対
象
の
七
百
七
世
帯
を
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
母
子
、
父
子
世
帯
が
全
体
の
八
割
を
占

め
、
就
労
状
況
は
、
三
割
以
上
が
無
職
だ
っ
た
。
そ
の
後
、
支
給
対
象
の
子
ど
も
は
、
阪
神
・

淡
路
大
震
災
の
遺
児
の
約
三
倍
に
あ
た
る
千
五
百
人
近
く
ま
で
増
え
て
い
る
。 

国
で
は
、
遺
族
年
金
の
支
給
や
児
童
扶
養
手
当
の
周
知
及
び
就
労
支
援
の
相
談
に
応
じ
る

こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
こ
の
育
英
会
の
調
査
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
支
給
対
象
世
帯
が
置
か

れ
て
い
る
状
況
は
、
経
済
的
、
あ
る
い
は
精
神
的
に
非
常
に
厳
し
い
実
態
が
浮
か
び
上
が
っ

て
く
る
。 

親
を
失
い
、
心
の
傷
を
抱
え
る
子
ど
も
達
は
、
今
な
お
、
心
身
と
も
に
負
担
の
あ
る
生
活

を
余
儀
な
く
さ
れ
、
今
後
、
復
興
に
伴
う
急
激
な
環
境
変
化
な
ど
、
よ
り
多
く
の
ス
ト
レ
ス

が
加
わ
る
中
、
き
め
細
や
か
な
物
心
両
面
に
お
け
る
取
り
組
み
は
欠
か
す
こ
と
が
出
来
な
い
。 

よ
っ
て
、
本
区
議
会
は
国
会
及
び
政
府
に
対
し
、
震
災
遺
児
世
帯
の
実
態
把
握
を
急
ぐ
と

と
も
に
、
長
期
間
に
わ
た
る
心
の
ケ
ア
や
就
学
支
援
な
ど
こ
う
し
た
子
ど
も
達
を
社
会
全
体

で
支
え
、
広
範
囲
で
総
合
的
な
救
済
策
を
第
三
次
補
正
予
算
及
び
来
年
度
予
算
に
計
上
し
、

成
立
さ
れ
る
こ
と
を
強
く
求
め
る
。 

右
、
地
方
自
治
法
第
九
十
九
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
意
見
書
を
提
出
す
る
。 
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妊
婦
健
康
診
査
公
費
助
成
の
継
続
を
求
め
る
意
見
書 

 
本
格
的
な
少
子
高
齢
化
社
会
を
迎
え
、
こ
れ
ま
で
国
及
び
各
自
治
体
で
は
、
様
々
な
少
子

化
対
策
や
子
育
て
支
援
策
を
講
じ
て
き
た
が
未
だ
少
子
化
に
は
歯
止
め
が
か
か
っ
て
い
な
い
。 

ま
た
近
年
、
救
急
搬
送
さ
れ
た
妊
婦
が
多
く
の
病
院
で
受
け
入
れ
を
断
ら
れ
た
後
に
死
亡

す
る
痛
ま
し
い
事
故
が
奈
良
や
東
京
を
始
め
各
地
で
相
次
い
で
発
生
し
た
。 

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
妊
婦
健
康
診
査
の
公
費
助
成
は
、
平
成
十
九
年
度
よ
り
二
回

か
ら
五
回
と
な
り
、
妊
婦
健
康
診
査
支
援
基
金
の
創
設
に
よ
り
、
二
十
一
年
度
か
ら
、
よ
う

や
く
本
来
必
要
と
さ
れ
て
い
る
十
四
回
へ
と
拡
充
さ
れ
た
。
そ
し
て
今
年
度
は
、
新
た
に
Ｈ

Ｔ
Ｌ
Ｖ
―
１
抗
体
検
査
も
妊
婦
健
診
の
標
準
的
な
検
査
項
目
に
追
加
と
な
っ
た
が
、
こ
の
基

金
事
業
は
、
今
年
度
で
打
ち
切
り
と
な
る
。 

少
子
化
が
進
み
、
出
産
年
齢
が
上
昇
す
る
中
、
健
康
管
理
が
よ
り
重
要
と
な
る
妊
婦
は
、

増
加
傾
向
に
あ
り
、
妊
娠
中
の
疾
病
や
異
常
を
早
期
に
発
見
す
る
な
ど
安
心
し
て
出
産
出
来

る
環
境
づ
く
り
は
急
務
で
あ
る
。 

読
売
新
聞
社
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
平
成
十
九
年
に
飛
び
込
み
出
産
し
た
未
受
診
妊
婦
は
、

三
百
一
人
に
上
り
、
そ
の
理
由
と
し
て
経
済
的
な
事
情
が
四
十
九
パ
ー
セ
ン
ト
と
最
も
多
か

っ
た
事
が
示
さ
れ
、
長
引
く
経
済
不
況
の
中
、
今
後
も
経
済
的
困
難
に
よ
る
未
受
診
妊
婦
の

増
加
が
懸
念
さ
れ
、
妊
婦
健
診
費
用
の
公
費
助
成
の
必
要
性
は
、
以
前
に
も
増
し
て
高
ま
っ

て
い
る
。 

し
か
し
平
成
二
十
三
年
度
末
ま
で
と
な
っ
て
い
る
国
の
交
付
金
事
業
が
期
限
切
れ
に
な
れ

ば
、
公
費
助
成
を
打
ち
切
ら
ざ
る
を
得
な
い
自
治
体
が
出
て
く
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。 

よ
っ
て
、
本
区
議
会
は
政
府
に
対
し
、
安
心
し
て
妊
娠
・
出
産
す
る
た
め
に
、
平
成
二
十

四
年
度
以
降
も
Ｈ
Ｔ
Ｌ
Ｖ
―
１
抗
体
検
査
も
含
め
た
妊
婦
健
康
診
査
の
公
費
助
成
に
つ
い
て
、

恒
久
化
も
視
野
に
入
れ
つ
つ
継
続
を
要
望
す
る
。 

右
、
地
方
自
治
法
第
九
十
九
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
意
見
書
を
提
出
す
る
。 

 

平
成
二
十
三
年
十
月
七
日 
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放
射
線
対
策
に
関
す
る
意
見
書 

 
福
島
第
一
原
発
事
故
に
よ
る
、
大
量
の
放
射
性
物
質
の
放
出
に
よ
り
、
国
民
の
不
安
が
広

が
っ
て
い
る
。
都
内
に
お
い
て
も
、
空
間
放
射
線
量
が
高
い
ホ
ッ
ト
ス
ポ
ッ
ト
が
確
認
さ
れ
、

汚
染
食
材
が
流
通
す
る
等
、
そ
の
対
策
は
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。 

と
り
わ
け
放
射
線
へ
の
感
受
性
が
高
い
子
ど
も
の
健
康
を
守
る
こ
と
は
、
日
本
社
会
の
大

き
な
問
題
で
あ
る
。 

現
在
、
政
府
に
お
い
て
も
、
汚
染
土
壌
の
除
染
対
策
や
食
品
の
安
全
確
保
に
む
け
て
の
対

応
が
す
す
め
ら
れ
つ
つ
あ
る
が
、
事
故
の
重
大
さ
と
被
害
の
深
刻
な
実
態
を
ふ
ま
え
る
な
ら

ば
、
そ
の
取
り
組
み
は
迅
速
か
つ
、
子
ど
も
と
国
民
の
命
と
健
康
を
守
る
一
大
事
業
と
し
て
、

長
期
的
に
継
続
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。 

よ
っ
て
、
本
区
議
会
は
政
府
及
び
東
京
都
に
対
し
、
放
射
線
対
策
の
抜
本
的
強
化
と
本
腰

を
い
れ
た
取
り
組
み
を
求
め
る
も
の
で
あ
る
。 

右
、
地
方
自
治
法
第
九
十
九
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
意
見
書
を
提
出
す
る
。 
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